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安 全 基 本 方 針   

令 和 八 年  安 全 スローガン  『 スイッチオン 心 と体と安 全 意 識  みんなで目 指 すゼロ災 害 』  

― ビジョン― 
 

 

― 社 是 ― 
1.  
2.  
3.  

上 期・第 33 号（令和 8 年 8 月発行） Vol.33 

一
Ⓠ
社
内
で
日
々
コ
ミ
⒭
ニ
ケ
⒲
シ
⒮
ン
を
図
り
⒍
様
々
な
問
題
や
課
題

を
共
有
し
解
決
す
る
こ
と
は
会
社
組
織
に
お
い
て
非
常
に
重
要 

 
で
す
⒎
す
べ
て
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
⒍
と
も
に
考
え
る
こ
と
で
⒍ 

 

自
己
成
長
に
繋
が
り
ま
す
⒎ 

二
Ⓠ
安
全
は
す
べ
て
の
作
業
に
お
け
る
基
本
で
す
⒎
労
働
・
通
勤
災
害
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
⒍
社
員
や
お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
⒎
ま
た
⒍
安
全
作
業
を
意
識
し
⒍
一
人
ひ
と
り
が
声
を
掛
け

合
い
行
動
す
る
こ
と
で
⒍
全
体
の
コ
ミ
⒭
ニ
ケ
⒲
シ
⒮
ン
力
の
向
上 

に
も
繋
が
り
ま
す
⒎ 

 

三
Ⓠ
品
質
向
上
は
サ
⒲
ビ
ス
の
基
本
で
す
⒎
資
機
材
や
手
法
は
日
進
月
歩

で
変
化
し
て
い
る
た
め
⒍
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
⒍
美
観
の
維
持
や

効
率
化
・
安
全
性
を
考
慮
し
品
質
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
⒍
信
頼 

 

さ
れ
る
企
業
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
⒎ 

四
Ⓠ
収
支
改
善
は
⒍
会
社
運
営
を
行
う
上
で
の
重
要
課
題
で
す
⒎
様
々

な
方
法
で
お
客
様
に
提
案
を
行
い
⒍
価
格
の
適
正
受
注
に
繋
げ
る

と
と
も
に
不
採
算
作
業
所
を
見
直
し
⒍
収
支
改
善
を
し
て
新
し
い

作
業
所
の
獲
得
や
新
規
事
業
に
チ
⒬
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を
整
え

て
参
り
ま
す
⒎ 

令
和
八
年
度
の
方
針
・
目
標
が
決
ま
り
ま
し
た 

本
年
は
䣍
大
き
く
分
け
て
情
報
共
有
・
安
全
・
品
質
・
収
支
改
善
の

四
つ
の
項
目
を
重
点
課
題
に
あ
げ
て
解
決
す
る
こ
と
で
䣍
ハ
ウ
ス
美
装

工
業
に
関
わ
る
全
て
の
人
か
ら
信
頼
さ
れ
䣍
求
め
ら
れ
る
企
業
と
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
䣎 
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⒗
一
〇
年 

表
彰
⒘ 

天
雲
重
行 
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友
子 

 
 
 

野
本
か
お
り 

 

藤
野 

 

節 

藤
原
登
美
子 

 

松
岡
真
里
子 

 

渡
辺
和
仁 

 
 

一
席 

   

久
保
寿
史 

 
 

ス
イ
ᶅ
チ
オ
ン 

心
と
体
と
安
全
意
識 

み
ん
な
で
目
指
す
ゼ
ロ
災
害 

二
席 

 
 
 

飯
間
廣
美 

 
 

慣
れ
と
過
信
は
危
険
の
サ
イ
ン 

ル
ᶌ
ル
守
ᵻ
て 

安
全
職
場 

植
松
義
之 

 
 

気
持
ち
を
整
え 

体
も
ほ
ぐ
し
て 

無
理
な
く
続
け
る
安
全
習
慣 

三
席 

 
 

大
﨑
慎
弥 

 
 

見
つ
け
た
危
険
は
必
ず
報
告 

み
ん
な
で
築
こ
う 

ゼ
ロ
災
職
場 

佐
藤
ゆ
う
子 

 
 

気
持
ち
と
体
に
ス
イ
ᶅ
チ

N
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

危
険
予
知
ᵧ
声
を
か
け
合
い
ゼ
ロ
災
害 

十
河
翔
悟 

 
 

始
業
前 

気
持
ち
を
入
れ
替
え
危
険
予
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
ん
な
で
築
く
ゼ
ロ
災
害 

佳
作
受
賞
者 

上
野 

 

茜 
 

 

植
松
恵
司 

大
原
慎
也 

岡 
 

幸
司 

笠
井
雄
大 

田
中
謙
次 

西
口
真
由
美 

林 
 

大
生 

 
 
 
 

平
井 

 

唯 

 
 
 
 

前
原
里
奈 

 

安
全
大
会
⎡
開
催 

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日(

金
䥺
䣍
香
川
県
社
会
福
祉
総
合 

 

セ
ン
タ
䤀
に
て
䣍
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

当
日
は
䣍
各
種
表
彰
䣍
職
場
災
害
・
事
故
発
生
状
況
報
告
䣍
労
働

災
害
撲
滅
重
点
取
組
事
項
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
䣍
最
後
に
安
全

ス
ロ
䤀
ガ
ン
の
斉
唱
で
今
年
度
の
無
災
害
を
誓
い
䣍
盛
会
に
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
䣎 

⒗
二
十
五
年 

表
彰
⒘ 

織
田
信
子 

 

塚
本
紀
雄 

 
 

濱
田
健
太
郎 

 

⒗
二
〇
年 

表
彰
⒘ 

阿
部
竜
士 

 
 

上
原
雪
惠 

 
 

木
村
好
憲 
 
 
 
 

小
林
克
彦 

 
 
 

髙
尾
聡
実 

 

立
住
一
男 

 
 

長
谷
川
増
美 

 

藤
本
明
子 

三
好
朝
子 

 

吉
見
浩
二 

⒗
十
五
年 

表
彰
⒘ 

青
梅
輝
代 

 

石
橋
利
志
子 

 

川
人
守
哲 

 

河
野
ル
ミ 

佐
伯
京
子 

 

柴
田
清
子 

 
 

清
水
勝
志 

 

滝
井
幹
雄 

谷
口 

稔 
 

戸
田
美
恵
子 

 

東
池
陽
子 

 

平
井
國
子 

矢
野
眞
嗣 
 

山
下
悠
希 

 
 

渡
邊 

擁 

⒗
一
〇
年 

表
彰
⒘ 

有
馬
里
香 

 

井
内
千
恵 

 
 

上
野 

 

茜 
 

大
喜
多
美
栄
子 

大
西 

 

誠 
 

岡
本
め
ぐ
み 

 

金
泥
朝
美 

 

木
村
礼
子 

近
藤
耕
一 

 

櫻
田
貴
子 

 
 

七
條 

 

優 
 

柴
田
日
出
子 
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永
年
勤
続
表
彰
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全
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ウランダリさん コエル ニサさん ﾌｨﾄﾘｱ ｼﾃｨ ﾇﾙﾌｨﾄﾘｱさん 

ﾇﾙ ﾊﾘﾏさん ﾃﾞｨﾅ ｱﾕ ﾛﾚﾝｻさん ｻﾙﾏｵｺﾀｳﾞｨｱ ｱﾏﾝﾀﾞさん 

 

令
和
八
年
六
月
二
日
䣍
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
技
能
実
習
生
の
第
六
期
生
が
三
級
ビ
ル
ク
リ
䤀 

ニ
ン
グ
技
能
士
に
䣍
第
七
期
生
が
ビ
ル
ク
リ
䤀
ニ
ン
グ
技
能
士
基
礎
級
に
合
格
し
ま
し
た
䣎 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎 

当
社
社
員 
平
木 

弘
さ
ん
が

令
和
八
年
六
月
九
日
䣍
鹿
島
建
物

総
合
管
理
株
式
会
社
様
か
ら
䣍 

非
常
に
高
い
安
全
意
識
を
持
䣬
て

作
業
を
行
う
と
と
も
に
䣍
労
働
災

害
事
例
を
共
有
す
る
な
ど
危
険

感
受
性
を
維
持
し
䣍
無
事
故
で 

業
務
を
遂
行
さ
れ
た
こ
と
䣍
業
務
に

対
す
る
几
帳
面
な
姿
勢
に
よ
り

顧
客
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
䣍
他
の

模
範
と
な
る
こ
と
か
ら
表
彰
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

ﾌｨﾌｨﾝ ｵｸﾀｳﾞｨｱ ﾌﾟﾄﾘさん ｼ゙ ﾗ ﾃ゙ ｳ゙ ｨ ｱﾝｸ゙ ﾗｲﾝさん ｲﾝﾀﾝ ﾇﾙ ｱｲﾆさん 

ﾅｽﾞﾗ ﾒﾙｻﾞ ｱﾝｼﾞｬﾝさん ﾍﾞﾗ ｻﾌｨﾄﾘさん ｾﾗ ｻﾌｨﾄﾘｱﾆさん 
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主
任
者
研
修 

令
和
八
年
二
月
二
十
七
日(

金)

䣍
本
社

研
修
セ
ン
タ
䤀
で
䣍
現
場
主
任
を
務
め
る

従
業
員
に
向
け
て
主
任
者
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
䣎 

研
修
で
は
䣍
令
和
六
年
度
の
全
国
の

労
働
災
害
の
傾
向
と
䣍
当
社
で
の
発
生

状
況
や
発
生
傾
向
に
つ
い
て
説
明
を
し
た

ほ
か
䣍
熱
中
症
の
発
生
状
況
や
応
急
処
置

の
方
法
に
つ
い
て
説
明
後
䣍
各
作
業
所
か

ら
の
要
望
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
䣎
ま
た
䣍
令
和
七
年
度
の

安
全
基
本
方
針
と
安
全
ス
ロ
䤀
ガ
ン
を

再
確
認
し
䣍
ひ
と
り
一
人
が
危
険
予
知

活
動
を
行
う
こ
と
で
䣍 

安
全
意
識
を
向
上 

さ
せ
る
こ
と
が
労 

働
災
害
を
無
く
す 

こ
と
に
繋
が
る
と 

し
䣍
同
じ
作
業
所
の 

方
へ
の
周
知
徹
底
を 

お
願
い
し
ま
し
た
䣎 

差額ベッド代 

食事療養費 

先進医療費用 

入退院時の交通費 

諸雑費 

親族付添費 

入院時の治療費 

ホームヘルパー雇入費用 

通院時の治療費 

先進医療費用 

健康保険 
からの 
給付 

コ
コ
を
補
償
し
ま
す
！ 


